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1.　はじめに

神経科学の学際的研究の進展と，脳活動計測技術の

飛躍的発展により，新たな研究領域として，教育神経

科学（Educational Neuroscience）の確立が世界的規

模で進められるようになった（1）～（4）．具体的な脳活

動データを用いた研究が推進され，現在では，教育学

研究の複数の分野において，脳活動計測を伴う実証的

研究が行われている（5）（6）．ただし，現状におけるこ

うした研究は，学習者側の課題解決時の脳活動計測に

特化したものとなっている．今後は，関与者である教

師側を対象とした計測や，教師側と学習者側の双方を

対象とした同時計測など，より教室空間に近い実験条

件下での脳活動データの取得・分析が重要になると考

えられる．

筆者らは，教師側と学習者側の同時計測に向け，こ

れまで段階的に条件を増やしながら，算数・数学課題

解決時の学習者側の脳活動計測実験を実施し，理解過

程を生理学的に解明することに努めてきた（7）（8）．実験

の 1 段階目では，暗算や通常の筆算などの単純な課題

を自力解決する際の脳活動計測を，2 段階目では，試

行錯誤を必要とする計算や図形問題などの課題を自力

解決する際の脳活動計測を，3 段階目では，プログラ

ム化されたヒント提供がなされる下で，上記の試行錯

誤を必要とする課題を解決する際の脳活動計測を行っ

てきた．これらの実験から，難度が高いと感じる場合

や試行錯誤を行っている場合には，脳活動の活発化が

見られること，難度が低いと感じる場合や方略獲得後

には活発化が抑制されることなどが明らかとなった．

本稿では，これまでの実験に続く 4 段階目の実験

として，教師側と学習者側の脳活動計測実験を行い，

生理学的立場から両者の思考過程の特徴を可視化する

ことを目的とする．大学生の被験者を教師役と学習者

役に分け，学習者役が計算課題を解決する状況に応

じて，教師役がヒントを提示するという実験設定のも

と，両者の脳活動を同時計測する．検証すべき仮説は

次の 2 点である．（1） 課題解決過程全体について：試

行全体の教師役と学習者役の脳活動は，2 者間の差の

大きさに特徴が表れる．（2）関与（ヒント提示）が

及ぼす影響について：ヒント提示時前後の教師役と学

習者役の脳活動は，それぞれ異なる特徴を示す．

2.　脳活動計測実験

2.1　実験概要

脳活動計測実験に関する概要は次のとおりである．
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